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本マニュアルに記載された情報、数値データ、注意事
項、および数値の評価は、当該科学技術分野におけ
る最新の研究に基づく科学知識と技術レベルを反映
しています。
弊社は、当該技術分野における最新の発展に基づい
て本書の内容を定期的かつ継続的に変更する義務は
負わず、新しい変更内容について定期的および継続
的にユーザーに通知、コピー頒布等を行う義務を負
いません。
万一、本マニュアルの内容に誤った記載や図面、説明
図などが含まれていたとしても、個々のケースに該当
する国内法規で認められている範囲内であれば、免
責とさせていただきます。また、本マニュアルに記載
の説明もしくは情報に従ったことに起因して万一経済
的、物的損害が生ずる事態となったとしても、弊社は
その責を負いません。
本マニュアルに記載の内容または技術詳細に関する
説明、図面、説明図、およびその他の情報は、本製品
の機能を保証するものではありません。

保証は、専ら弊社と顧客の間で合意された契約内容
によって規定されるものとします。
ライカは、製品の技術仕様ならびに製造プロセスを予
告なく変更する権利を有します。この権利を有するこ
とにより、ライカは製品の開発・製造に関する継続的
な改良を実施することが可能になります。
本書は著作権法によって保護されています。本書の
すべての著作権は、Leica Biosystems Nussloch 
GmbH に帰属します。
本書に含まれる文章、図を含むあらゆる構成部分を
印刷、コピー、マイクロフィルム、Web Cam 等を含
む方法により、またいかなる電子的システムやメディ
アを使用する手段によっても、Leica Biosystems 
Nussloch GmbH の事前の書面による許可なしに複
製を作成することを禁じます。
製品のシリアル番号ならびに製造日付については、製
品の背面にある銘板をご覧ください。

© Leica Biosystems Nussloch GmbH

注記

発行者：

Leica Biosystems Nussloch GmbH
Heidelberger Str. 17 - 19
D-69226 Nussloch
Germany
電話：    +49（0）6224 143-0
ファックス：  +49（0）6224 143-268
インターネット： http://www.LeicaBiosystems.com
組立は Leica Microsystems Ltd. Shanghai により行われています
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1.   重要な情報

（5）

ENTER

1.1 本書で使用している記号とその意味

警告
三角警告マーク  が付いた灰色のボック
スには警告内容が説明されています。

注意事項
インフォメーション記号  が付いた灰色
のボックスにはユーザーにとって重要な情
報が説明されています。

可燃性の溶剤と試薬にこの記号が付けられ
ています。

この警告表示は装置の動作中に高温に達す
る表面部位を示します。
やけどをする危険がありますので、直接触
れないでください。

カッコ内の数字は図中の番号を表します。

機能ボタン（入力画面上で押す）は大文字
の太字で表記します。

REF
SN

製造元

本製品は、インビトロ診断（IVD）医療機
器に関する欧州委員会指令 98/79/EC の要
件を満たしています。

取扱説明書の内容を守ってください。

注文番号

シリアル番号

ドイツ電気・電子製品法（ElektroG）の
第 7 項による電気・電子製品への表示。
ElektroG は電気・電子製品の流通、リサ
イクル、環境的に安全な処分に関する法律
です。

中国版 RoHS（電気・電子機器に含まれ
る汚染物質の使用制限に関する指令）の
環境保護マーク。マーク内の数字は製品の
「環境適合使用期間」を示します。このマー
クは中国で規制されている物質を最大許容
量以上に含む場合に使用されます。

交流電流を示す記号~
横積み・転倒（Tip-n-Tell）インジケーター
が、お客様の要件に従って積荷が立てた
状態で搬送および保管されているかどう
かを監視します。60 ° 以上で、青いケイ
砂が矢形のインジケーターウィンドウに
流れ込んでそこにとどまります。積荷の
不正な取り扱いがあった場合、即座に検
出され、確実に証明することができます。

ショックウォッチシステムでは、精密ガラ
ス管の赤変によって、指定された強度を
上回る衝撃または衝突を示します。定義
された加速度（g 値）を上回ると、ガラ
ス管内部の液体の表面張力が破壊されま
す。これにより、インジケーター管の色が
変化します。

製造日
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1.2 装置の用途

ライカ EG1150 H は、マイクロプロセッサ制御システムを用いた最新式のパラフィン包埋装置です。
本装置は、病理検査室において標本試料を溶融パラフィンで包埋するためのものであり、以下の作業の
ために設計されています。

• 試料の包埋用に固形パラフィンを溶融し、溶融パラフィンを必要な温度に維持すること。

• 試料を置いた包埋モールドにパラフィンを注ぎ込むこと。

• 試料とモールドを含む包埋カセット（および必要なピンセット）を加熱し、温度を維持すること。
これ以外の使用はすべて不正な使用と見なされます。

1.3 オペレーターの資格
• ライカ EG1150 H の操作は、訓練を受けたオペレーターのみが行うものとします。
• この装置の操作を任されたすべての検査室オペレーターは本取扱説明書をよく読み、装置を操作す
る前に装置の技術的特徴に精通しておかなければなりません。

1.4 装置の型式

本取扱説明書に記載の内容は、表紙に明記さ
れた装置型式にのみ適用されます。
装置のシリアル番号を示す銘板は、装置背面
に取り付けられています。

1. 重要な情報

図 1 は本装置の銘板の一例です。銘板には、
装置の型式および電源要件に関する必要情
報が記されています。各バージョンに関す
る詳細データについては、3.1 章「テクニ
カルデータ」を参照してください。 図 1
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2.   安全にお使いいただくために

2.1 安全上の注意事項

本取扱説明書には、本装置の操作安全性とメンテナ
ンスに関する重要な指示と情報が含まれています。

取扱説明書は製品の重要な一部です。装置をセット
アップしてご使用になる前に本書をよくお読みにな
り、常に装置の近くに保管してください。

本装置は、電気計測 /制御 /実験装置に適用される安
全規則に準拠して製造、試験されています。

装置におけるこの状態を維持し、危険のない操作を行
うために、ユーザーは必ず本書に記載されているす
べての注意事項および警告に従ってください。

この章の安全上の注意事項を常に守ってください。
本装置以外のライカ製品を操作した経験のある方も、必ず安全上の注意事項をよくお読みください。

本取扱説明書は、本装置を使用する国における事故防止と環境保護に関する現行の法規の規定によって適
切に補ってください。

装置およびアクセサリに装備された保護装置を取り外したり、改造したりしないでください。専門のトレー
ニングを受け、認定を取得したサービス技術者以外は、装置内部部品に触れたり、修理を行ったりしない
でください。

安全基準に関する最新の情報については、弊社ホームページに掲載されている CE 適合宣言書を参照して
ください。

http://www.LeicaBiosystems.com

必ず付属の電源ケーブルを使用してください。この電源ケーブルの代わりに他の電源ケーブルを使用しな
いでください。電源プラグがコンセントに合わない場合は、ライカ マイクロシステムズにご連絡ください。

残存リスク
本装置は最新の技術を用い、安全技術に関する広く認められている規格および規制に準拠して設計、構成
されています。本装置の操作または取り扱いが正しく行われないと、ユーザーまたはオペレーターが負傷
の危険にさらされたり、装置またはその他の所有物が損傷することがあります。装置は、その安全機能が
すべて適切な状態にある場合に限り本来の用途でのみ使用することができます。安全を損なう機能障害が
発生した場合は、直ちに対策を講じてください。
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2. 安全にお使いいただくために

警告 – 装置自体に関する安全上の注意事項

安全上の注意事項 – 運搬と据え付け

2.2 警告

製造メーカーによって本装置に取り付けられた安全装置は、事故を防止するための最小限度の基本的な
対策にすぎません。本装置を安全に操作することに対する責任は、まず何よりも装置の所有者が負うも
のであり、加えて装置の操作、保守、修理を行う担当者が負うものです。
本装置を問題なくお使いいただくために、以下の指示と警告を必ず守ってください。

装置上に三角警告マーク付きの警告ラベルが付いている場合には、当該コンポーネントを操作または交換
するときに、本書に記載された正しい操作方法に従う必要があることを示しています。これを守らないと、
事故や怪我、装置 /アクセサリの損傷が発生する恐れがあります。

 装置の表面部位の中には、正常な動作中に高温に達するものがあります。
  これらの装置にはこの警告マークが付いています。これらの表面に触れると、火傷を負う可能
性があります。

• 開梱後、装置は必ず直立状態で運搬してください。

• 装置を実験テーブルの上に置き、水平状態に調節します。

• 装置は窓際など直射日光の当たる場所に置かないでください。

• 装置は必ずアース付きコンセントに接続してください。保護用接地線のない延長ケーブルによって保護
効果を失わせてはなりません。

• 装置は電圧と周波数を自動的にチェックします。

• 設置場所は通気が良好でなければなりません。またいかなる引火源もあってはなりません。

• 危険な場所で装置を操作してはなりません。

• 保管場所と設置場所の温度差が大きく、湿度が高い環境では、結露が発生することがあります。このよ
うな場合は、2 時間以上待ってから装置の電源を入れてください。
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安全上の注意事項 – 本装置を使用しての作業

2.   安全にお使いいただくために

各種の危険について – サービスとクリーニング

2.3 安全装置

本装置には以下の安全機能および安全装置が備えられています。

加熱エレメント内のヒューズ
装置のすべての加熱エレメントには過熱ヒューズが付いており、過熱状態になると作動して加熱エレメン
トがオフになります。

スタンバイスイッチ内の自動回路ブレーカー
スタンバイスイッチ内には、自動回路ブレーカーが組み込まれています。ショートが発生すると、回路ブ
レーカーが電源から電気電子機器を遮断します。
この場合には、スタンバイスイッチは「0」 = OFF 位置に切り替わります。

パラフィンは可燃性のため、注意深く取り扱ってください。作業エリアから固化したパラフィンを鋭利な道
具を使用して除去しようとすると、表面のコーティングが剥がれる可能性があります。装置に付属する樹
脂製のへらを使用してください。
操作中は、パラフィンタンク、包埋モールドトレー、カセットトレー、作業エリア、ピンセットホルダーが高
温になります。
やけどの危険があります。
装置の近くに可燃性および引火性のものを保管してはなりません。装置に裸火（ブンゼンバーナーなど）
を近づけると、火災が起きる危険があります（溶剤の蒸気やガスのため）。このため着火源はすべて装置
から 2 m 以上離してください。

サービスを行う前に毎回、装置の電源を切り、電源プラグを抜いてください。
洗剤を使用する場合には、製品に表示された安全上の注意を守るとともに、検査室安全規定に従ってくだ
さい。
不良ヒューズを交換する前に、装置を必ず電源から抜いてください。ユーザーが交換できるヒューズは、
すぐに手が届くヒューズのみです。
操作中やクリーニング中は、装置に液体が入らないようにしてください。

ユーザーが装置を電源から完全に切り離す唯一の方法は、電源プラグを抜くことです。
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3. 装置のコンポーネントと仕様

3.1 テクニカルデータ

一般仕様 
認可： 装置固有の認可マークは装置背面、銘板の横にあります。
電源電圧： 100-120 V、50/60 Hz
 230-240 V、50/60 Hz
消費電力：  1100 W
保護等級 1： I
汚染度 1： 2
過電圧カテゴリー： II
作動温度範囲： +18 °C ～ + 40  °C
作動温度： 55  °C ～ 70  °C、5K 単位で調整可能
相対湿度： 最大 60 %、結露なきこと
1) IEC-1010、UL 3101、EN 61010 に準拠

ヒューズ
スタンバイスイッチ：  ETA 製回路ブレーカー、モデル   

3120-F421-P7T1-W01D-5A
細線ヒューズ 6.3 x 32 mm： 2x T2.0 A、2x T4.0 A、4x T5.0 A、2x T6.25 A
ヒューズタイプ： Schurter 社、タイプ Fst

寸法および重量
寸法：
高さ： 360 mm
幅： 500 mm
奥行き： 640 mm
重量：  約 22 kg

容量
パラフィンタンク： 約 3 リッター
カセットトレー： カセット約 100 個 
包埋モールドトレー： 包埋モールド約 50 個

プログラム可能パラメーター
温度： パラフィンタンク/ディスペンサー
  （加熱時間 = 4 時間）
  包埋モールドトレー、カセットトレー、ワークトップ
時間： 就業日、現在の平日
  作業時間（開始 /終了）、現在の時刻
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3.2 装置のコンポーネントに関する概要

3.   装置のコンポーネントと仕様

図 2

パラフィンタンクと蓋

カセットトレー

作業エリア照明
スタンバイ
スイッチ 

ピンセットホルダー

パラフィン回収トレー 
（右）

作業エリア

コントロールパネル

ディスペンサー

蓋 
包埋モールド
トレー

冷却スポット

包埋モールドトレー

パラフィン回収トレー
（左）

蓋
カセットトレー



12 取扱説明書 V 2.6 RevI – 07/2016

3. 装置のコンポーネントと仕様

3.3 装置の仕様

• 容量 3 リッターのパラフィンタンク。

• パラフィンの流量は高さ調節可能なピボット式クリップによって制御されます。フットスイッチ（オプション）
またはモールドを使用して手動で操作されます。

• 流量を調節可能。

• 取り外し可能で、（作業面を通じて間接的に）加熱可能なパラフィン回収トレー。

• 広く、クリーニングが容易で、加熱される作業エリアに、冷却スポットを一体化。パラフィンドレインシステム
付きで、特大カセット（「スーパーメガカセット」）にも対応。

• スライド式蓋付きのカセット用および /またはモールド用トレーは、取り外し可能で互換性あり。

• ピンセット 6 個を収納可能な、加熱ピンセットホルダーは、取り外し可能で、両側からアクセス可能。

• 作業面を最適に照らし出す、明るさ調節可能な LED ランプ。

• カセット/包埋モールドトレー、作業エリア、パラフィンタンクの温度は 55 °C ～ 70 °C で調節可能。

• すべての作業エリアの温度を常時表示。

• 作業開始 /終了時刻と作業日をプログラム可能。

装置背面

電源ケーブル用ポート

ヒートシンク

二次ヒューズ
F1 ～ F3 二次ヒューズ

F4 ～ F5

フットスイッチ用
ポート 

図 3

スライダー
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4.   装置のセットアップ

4.1 開梱と設置

本装置が納入されたら、梱包に取り付けられている傾きインジケーターを確認
してください。
矢印の頭部が青の場合、搬送中に積荷が横積みされたか、大きく傾けられたか、
または倒れた可能性があります。
積荷書類にその旨を記載し、積荷が損傷を受けていないか点検してください。

1. 梱包用ストラップと接着テープ（1）を取り外します。

2. 枠箱の蓋（2）を取り外します。

3. アクセサリー（3）と内側のカバー（4）を持ち上
げて取り出します。

4. 外側の枠箱（5）を取り外します。

以下の開梱手順は、箱を記号  が上に
なるように置いてから行います。

図 4

1

2

3

3

4
5
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5. 装置（6）を持ち上げるには、下部ハウジングベー
スの前部と後部のみを持ち（図 5 の詳細図の矢
印）、下部パッドから持ち上げます。

重要！
ディスペンサー（7）やパラフィンタンク（8）
をつかんで装置を持ち上げると、重大な損
傷の原因となります。

梱包材は保証期間中、保管しておいてください。装置を返送する際、上記の逆の手順で梱包してください。

図 5

4. 装置のセットアップ

4.2 設置場所の条件

•  安定した、振動のない実験用テーブル。テーブル
板が平坦であること。実質的に防振床であること。

•  エアコンの吹出し口の近くや、強い直射日光の当
たる場所（窓際）に装置を設置してはなりません。

設置場所は、十分に換気でき、火気のない場所である必要があります。危険な場所で装置を操作してはな
りません。

•  ヒートシンクが完全に機能するため、装置の後ろ
に 15 cm 以上のスペースを確保する必要があり
ます。

•  作業エリアの近くにオイルや化学薬品の蒸気やガ
スが発生していないこと。

6
6

7

8
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4.   装置のセットアップ

4.3 標準付属品

ライカ EG1150 H には、標準仕様で下記の部品が含まれています。

ライカ EG1150 H 基本ユニット × 1
カセット/包埋モールドトレー ×2、取り外し可能 14 0388 32522
カセット/包埋モールドトレーの蓋 ×2 14 0388 32480
パラフィンタンクの蓋 ×1  14 0388 33148
パラフィンスクレーパー×1 14 0388 33133
ピンセットホルダー ×1、取り外し可能   14 0388 32497
ろ過用フィルター ×1、ホルダー付き  14 0388 32208
パラフィンドリップトレー ×2 14 0388 38138
交換用ヒューズセット ×1： 14 0388 46335
ヒューズ ×2、T 2.0 A 14 6000 01479
ヒューズ ×2、T 4.0 A、6 x 32 14 6000 01480
ヒューズ ×4、T 5.0 A、6 x 32 14 6000 01481 
 ヒューズ ×2、T 6.25 A、6 x 32 14 6000 01482
ライカ EG1150 H 取扱説明書 ×1 14 0388 86108

国別仕様の電源ケーブルを別途注文する必要があります。装置用の電源ケーブル一覧は弊社ウェブサイト
（www.LeicaBiosystems.com）の製品の項をご覧ください。

梱包リスト、納品書、注文書を照らし合わせ、納入品に間違いがないか確認してください。万一相違があ
る場合には、すぐにライカ マイクロシステムズにご連絡ください。
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4. 装置のセットアップ

4.4 必要な組立作業

下記のアクセサリを取り付け、適切な調整を行い、装置の使用準備を整えてくだ
さい。

•  アクセサリの取り付け
•  装置脚部の調整（必要な場合）
•  ルーペ（オプション）の取り付け
•  フットスイッチ（オプション）の接続
•  電源への接続

アクセサリの取り付け

 包埋モールドトレー（2）とカセットトレー（3）を取り付けます。
  好みの作業方向に応じて、必要に応じてモールドまたはカセット用の 2 つの加
熱式トレー（11）を使用することができます。

 モールド/カセットトレーの蓋（4）、（5）を閉じます。

 パラフィン回収トレー（6）をワークトップの下の各ガイドに押して入れます。

 ピンセットホルダー（1）を差し込みます。

  パラフィンタンク内のパラフィン出口穴（8）にろ過用フィルター（7）を差し込み、
黒い O リングが穴を密封するようにします。

 パラフィンタンクに蓋（9）を置きます。

調節式の装置脚部

高さ調節可能な 4 つの脚部により、他の装置と高さが合うように調節したり、設置
面の小さな凹凸を補正することができます。
装置を少し持ち上げ、装置脚部（図 6 の 10）を回して適正な高さに調節します。

安全な状態にするには、同じ高さになるように 4 つの脚部をすべて調節する必要があります。
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4.   装置のセットアップ

アクセサリの取り付け

1

2 3

4 5

6

7 8

9

10

図 6

 

 









11 11

6


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4. 装置のセットアップ

4.5 オプション品

ルーペ

ルーペを使うと、作業エリアを拡大して見ることができます。正しく調節すれば、ディ
スペンサーと冷却スポットを拡大して観察することができます。

図 7

ルーペの取り付け

• ディスペンサー（5）にはタップ穴（1）が付いており、ナイロン製ネジ（2）でふさが
れています。

•  ドライバーを使用してネジ（2）を外し、ネジは安全な場所に保管しておきます。スタ
ンド（4）のローレットネジ（3）をタップ穴の中にしっかりとねじ込み、ルーペの位置
を調整します。

フットスイッチ

フットスイッチを使用することにより、オペレーターはハンズ
フリーのままで、ディスペンサーバルブを操作することができ
ます。

• フットスイッチの接続および使用方法については、4.6 章お
よび 5.1 章を参照してください。

5

1 2

5

1 43

図 8 

4

3
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4.6 ケーブル類の接続

4.   装置のセットアップ

電源ケーブルの接続

•  電源ケーブルのプラグ（2）を装置背面に付いて
いる接続ソケット（3）に差し込みます。

•  壁コンセントに電源ケーブルを差し込みます。

図 9

1

2

フットスイッチの接続（オプション）

•  フットスイッチのプラグ（4）を装置背面に付いて
いる接続ポート（5）に差し込みます。

•  プラグのネジ（6）を締め付けます。

4 6

3 5

電源ケーブルをフットスイッチに接続する前に、スタンバイスイッチ（1）（コントロールパネル、前面）が
「O」（「O」 = OFF）位置になっていることを確認してください。

本装置は必ずアース付き電源コンセントに接続してください。
本装置には各種電源ケーブルのセットが付属しています。必ず使用する国の電圧源（コンセント）に適し
た同梱の電源ケーブルを使用してください。
延長ケーブルは使用しないでください。
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5.1 装置のコンポーネント /機能 パラフィンタンク（1）
パラフィンタンクの容量は約 3 リッターです。パラフィ
ン温度は 55 °C ～ 70 °C の間で 5K 刻みで設定可能
です。蓋は常に所定の位置にある必要があります。そ
うでないと調節された温度を維持できません。
温度調節に不具合が生じた場合にパラフィンの過熱
を防ぐため、過熱防止遮断機能が備わっています。
一体型ろ過用フィルターは、パラフィン内に含まれる
微粒子がパラフィンブロック内に堆積するのを防ぎ
ます。

5. 操作方法

図 10

1

2

1213

11

14
13

1

2

ディスペンサー（2）
ディスペンサーは個別に加熱されます。ディスペン
サーとパラフィンタンクの温度設定は連動してい
ます。
フィラーチューブ（14）から出てくるパラフィンの量は、
計量ネジ（11）で連続的に調節可能です。
パラフィンの流量を手動で操作するには、ディスペン
サーハンドル（12）を使用します。これには圧力クリッ
プ（13）が付いています。圧力クリップは高さ調節が
可能で、ディスペンサーハンドルをモールドまたは指
で操作することにより、左右にずらすことが可能です。
ディスペンサーハンドルの操作は、モールド（または
指）を圧力クリップに押し当てるだけで行うことがで
きます。ハンドルを少し後方に押すと、ディスペンサー
バルブが開きます。手を放すと、ハンドルは元の位置
に戻り、バルブが閉じます。

計量ネジ（11）では流れを完全に止める
ことはできません。パラフィンが固まって
いる冷間時では計量ネジを回さないでくだ
さい。

コンタミネーションの危険性があるため、
ライカ EG1150 H ではリサイクルされたパ
ラフィンを使用しないでください。
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ワークトップ（3）
ワークトップの温度は 55 °C ～ 70 °C の間で 5K 刻
みで調節可能です。
これには包埋エリア、ピンセットホルダー（5）、冷
却スポット（4）が含まれます。
作業エリアの周囲には溝と複数の排水穴（15）が
設けられ、余分なパラフィンが素早く流れ出るよう
になっています。

冷却スポット（4）
冷却スポットは作業エリアの一部です。包埋エリア
のすぐ前に位置しているため、人間工学的に最も適
した状態で便利に作業することが可能です。
試料のオリエンテーションができるよう、モールド
には液体パラフィンが約 1/3 満たされています。
液体パラフィンは冷却スポットで急速に固化し始め
ます。
パラフィンが半液体である間は、必要に応じて試料
のオリエンテーションを行うことができます。最後
に、すばやくモールドをパラフィンで満たします。

5.   操作方法

3

3
4

5

5

4

15

図 11

ピンセットホルダーは常に約 70 °C まで加熱さ
れます。  
やけどの危険があります。

組織のオリエンテーション中にパラフィン
が固化しすぎてはなりません。固化しす
ぎると、仕上がったブロック内で異なる相
（内部の亀裂を含む）が生じる原因とな
り、これによりセクショニング中にブロッ
クが破損する可能性があります。

ピンセットホルダー（5）
ディスペンサーの下の取り外し可能なピンセットホ
ルダーには、ピンセットを 6 つまで収納可能です。
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パラフィン回収トレー（8）
作業面の下には、余分なパラフィンのために、間接
的に加熱されるパラフィン回収トレーが 2 つ設置さ
れています。

5. 操作方法

8

6
7

16

17

図 12

8

蓋（17）を半分開けた状態で作業する時には、
パラフィンが溶融したままになるよう、温度を 
1 段階上げてください。

カセットおよび包埋モールドトレーとパ
ラフィンタンクには、必ず蓋を置いてく
ださい。そうしないと設定温度を維持で
きません。

パラフィン回収トレーは毎日、空にしてく
ださい。コンタミネーションを防ぐため、
このトレーに回収されたパラフィンを再
利用しないでください。
パラフィン回収トレーを装着せずに装置
を作動させると、火災の危険があります。

包埋モールドトレーとカセットトレー（16）
好みの作業方向に応じて、包埋モールドまたはカ
セット用の 2 つの加熱式装置トレー（6、7）を使用
することができます。温度は 55 °C ～ 70 °C の範囲
で調節可能です。
各装置トレーに、カセット用または包埋モールド用
の取り外し可能なトレー（16）を置くことができ
ます。
各容器に約 100 個のカセットまたは約 50 個のモー
ルドを収納可能です。
熱の放散やトレー内のコンタミネーションを防ぐた
め、各トレー（16）に蓋（17）が付いています。
アクセスしやすいよう、蓋は後ろにスライドさせて
折りたたむことができます。
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作業エリア照明（9）
作業エリア用のノングレアライトシステムは、均一
な拡散照明によって包埋エリアと冷却スポットを照
らします。パラフィン注入時と試料の位置決め時
に、最適な視界条件を作り出します。

装置がアクティブモードになった後最初に LED ラ
ンプを点灯させるために、コントロールパネルのボ
タン（18）とランプヘッドの on/off ボタン（19）
を続けて押してください。日常の操作においては、
ランプヘッドのボタン（19）で LED ランプを点灯
/消灯することをお勧めします。

5.   操作方法

8

9

図 13

20

21
スタンバイスイッチ（8）
装置のセットアップ後は、装置を長期間オフにす
る場合のみ、スタンバイスイッチを使用してくだ
さい。

日常の操作では、コントロールパネルの ON/OFF 
ボタンを使用する必要があります。
ON/OFF ボタン（20）を押すと、装置はアクティ
ブスタンバイモードに切り替わります。
すべての表示が消え、ON/OFF ボタンの LED（21）
のみが点灯したままとなります。

プログラムされている手順を実行するに
は、スタンバイスイッチ（8）をオンにし、
装置をスタンバイモードにする必要があ
ります。
詳細については 5.4 章を参照してくだ
さい。

18

19
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フットスイッチを踏むとバルブが開き、足を
放すとバルブが閉じます。オペレーターは
ハンズフリーで装置を操作することが可能
です。
流量は計量ネジ（11）で調節可能です。
ディスペンサーハンドル（12）は、フットス
イッチを使う場合は不要になるので、上方
に倒すことができます。

以下の手順で行います。

• 計量ネジ（11）を最小に調節します。
• ディスペンサーハンドル（12）を、親指
と人差し指で慎重に後方（上方）に倒
します。

5. 操作方法

フットスイッチ（22）（オプション）

図 14

12

22

11

12

14

14

フットスイッチ（22）は、ディスペンサーの
マグネットバルブを操作します。
4.6 章の記載のとおりに接続する必要があ
ります。

フットスイッチのプラグは、必ず
ネジでソケットに固定してくださ
い。これを守らないとスイッチを
入れていなくても、熱いパラフィ
ンがあふれ出てくる可能性があり
ます。

ディスペンサーハンドルを後方に
倒すときは十分に注意してくだ
さい。熱いパラフィンがフィラー
チューブ（14）からあふれ出てく
る可能性があります。

やけどの危険があります。
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• ヒーターが作動し、LED は前回設定された数値を示します。
 加熱フェーズの間、加熱エリアの目標値 LED（図 18 の 1、3、4 が素早く点滅
します（「加熱間隔の表示」を参照）。

 パラフィンタンクの集中加熱の作動中（4 時間）は、パラフィンタンクの LED（図 
18 の 2）が 1 秒間隔で点滅します。

 加熱フェーズ中に温度設定が変更された場合には、装置に新しい設定が保存さ
れ、それに応じて加熱フェーズが延長されます。

• パラフィンタンクにパラフィンを補充します。

5.2 装置の電源を入れる

• スタンバイスイッチ（コントロールパネルの隣、左側）を入れます（図 15、17 
を参照）。

• 操作パネルのすべての LED が短時間点灯し、インストールされているソフト
ウェアのバージョンが約 2 秒間ディスプレイに表示されます。

 すべての表示が消え、装置はスタンバイモードに切り替わります。
 ON/OFF ボタン内の緑の LED が、装置が操作準備完了したことを知らせます。

5.   操作方法

図 15

• ON/OFF ボタンを約 2 秒間押したままにすると、操作モードに切
り替わります。ディスプレイのタイムインジケーターが点滅し、装
置が電源から切り離されていたことを示します。

 確認したことを示すため、任意のボタンを押します。

図 16

工場出荷前に、ライカ EG1150 H の出荷検査が行われます。そのため、清潔な状態で固化したパラフィン
がわずかに残っています。このパラフィンが残っていても、まったく問題なく作業していただくことができ
ます。

装置の正常の操作モードは STANDBY/ON （つまり ON/OFF ボタンのみに
よるオン /オフ）です。
装置を長期間オフにする場合にのみ、スタンバイスイッチを使用してくだ
さい。
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5. 操作方法

5.3 コントロールパネルの機能

1 - カセット/包埋モールドトレー、左
2 - パラフィンタンクとディスペンサー
3 - 作業面
4 - カセット/包埋モールドトレー、右

スタンバイスイッチ（8）の横のコントロールパネルは、プッシュボタン付きキーボー
ド、LED、1 行表示のディスプレイで構成されています。
操作エリアは 2 つに分かれています。
温度の設定・表示部分と、装置の操作・プログラム部分です。

個別の加熱エリアの LED 表示 
個別の加熱エリア 

ディスプレイ表示：
標準表示は現在時刻

設定時刻

就業日の選択

照明 
オン/オフ

エンハンストモードの作動を
プログラムするための
設定ボタンプログラム
エンハンストモードを

有効にする

スタンバイモード
または

就業日オン/オフの
セレクタースイッチ 
スタンバイモード

または
就業日オン/オフ

モード表示用 LED：
5 - 就業日 /平日
6 - 開始 /終了時刻、現在の時刻
7 - 現在の就業日

加熱エリアの温度設定ボタン 

31 2 4

5
6

7

8

図 17

図 18

温度の操作と
表示

装置の操作と 
プログラム
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5.   操作方法

5.4 操作モード

スタンバイモード

スタンバイモードでは、すべての LED と表示が消えます。装置は、プログラムされ
た開始 /終了時刻に、自動的にオン/オフになります。
ON/OFF ボタン内の緑の LED（21）により、装置が操作準備完了状態であること
がわかります。

操作モードにする

• ON/OFF ボタンを約 2 秒間押し続けます。

• 装置はスタンバイモードから操作モードに切り替わります。現在選択されてい
る数値の LED が点灯し、ディスプレイには現在の時刻が表示されます。

21

24 時間モードで、固形パラフィン補充後の溶融プロセスを加速させるには、
エンハンストモードにします（5.6 章を参照）。

重要
終了時刻を開始時刻よりも前に設定すると、タイマーは無効になります。
例：開始時刻 = 08:00　終了時刻 = 06:00

24 時間モード – シフトモードでの作動
タイマーの開始 /終了時刻を同じ値に設定すると、作業日として定義されていない
日も含め、装置は継続的に作動します。
例：開始時刻 = 00:00　終了時刻 = 00:00 
タイマーの設定については、5.5 章を参照してください。

装置が電源から長時間（5 分以上）切り離されていた場合には、操作モー
ドに切り替えると、ディスプレイで時刻が点滅します。
点滅している表示を確認し、任意のボタンを押します。必要な加熱フェーズ
（特にパラフィンタンク）がすべて終了しているか点検してください。
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5. 操作方法

5.5 時間プログラム制御

時間プログラム制御を正確に行うには、ディスプレイに表示される値が現地の現在
時刻に設定されている必要があります。

時刻の設定

• 緑の「TIME」の LED が点灯するまで、時計ボタンを必要な回数押します。

•  /  ボタンで現在の時刻を設定します。 
 ボタンを押し続けると、より速く希望する値になります。

開始時刻

開始時刻とは、装置が自動的にスタンバイモードから操作モードに切り替わる時刻
のことです。

作業開始時刻と作業終了時刻の設定：

• 緑の「START」の LED が点灯するまで、時計ボタンを必要な回数押します。

•  /  ボタンで開始時刻を設定します。 
 ボタンを押し続けると、より速く希望する値になります。

終了時刻

設定された終了時刻に、操作モードからスタンバイモードへの自動切り替えが行わ
れます。
作業開始時刻と作業終了時刻の設定：

• 緑の「END」の LED が点灯するまで、時計ボタンを必要な回数押します。上
記のように時刻を設定します。

図 19
すべての設定時刻は、スタンバイスイッチで装置をオフにしても、変更が行
われるまで保存されています。
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現在の平日の設定：

• 緑の「TODAY」の LED が点灯するまで、日付ボタンを必要な回数押します。
現在の平日の緑の LED が点灯します。

• 必要に応じて  /  ボタンで今日の日を設定します。該当する LED が点灯
します。

就業日の定義：

• 緑の「WORKING DAY」の LED が点灯するまで、日付ボタンを必要な回数
押します。就業日として定義された平日の LED が点灯し、今日の日の LED が
点滅します。

•  /  ボタンで、就業日として定義する日またはキャンセルする日を選択し
ます。

 選択された日（FRI）の LED が点滅します。

• ON/OFF ボタンを押します。
 その日が就業日でなかった場合（LED 消灯）、その日が就業日リストに追加さ
れます（LED 点灯）。

 その日が就業日だった場合（図 20 を参照、FRI は就業日として定義済み、LED 
点灯）、その日が就業日としては定義されなくなります（LED 消灯）。

5.   操作方法

図 20 それ以降の日にもプログラムされた値が有効なように（すなわち装置がプ
ログラムされた時刻に操作可能になり、終了時刻になると自動的にオフにな
るように）するには、スタンバイモードをアクティブにする必要があります 
--> ON/OFF を押します。

就業日として定義された平日にのみ、装置は要求された温度になり、操作準
備完了状態になります。

平日 /就業日

自動スイッチオン機能は、個々の平日とリンクしています。そのため、自動スイッチ
オン機能が作動する日を定義しておく必要があります。
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5. 操作方法

加熱間隔の表示

温度範囲の表示フィールドでは、設定温度の LED が常に点灯します。問題のエリ
アの加熱が行われている間は、加熱が続く限り LED は点滅します。
加熱の表示（= 点滅）を解除することも可能です。
以下の手順で行います。
• スタンバイスイッチ（ ）（ON/OFF ではない ）で装置をオフにします。

• WORK AREAボタンを押したまま、再びスタンバイスイッチで装置をオンにし
ます。

• 「点滅」モードに戻るには、1 番目に記載されているとおりにスタンバイスイッ
チで装置をオフにします。

 パラフィン /ディスペンサーボタンを押したまま、再びオンにします。

温度範囲のボタンを 1 回押すと、値が 5K ずつ上昇
します。該当する温度値の赤の LED が点灯します。
70 °C に達した後は、温度は 55 °C に戻ります。
一度設定すると、1 つの範囲の温度値は変更されるま
で維持されます。

5.6 装置ヒーター

1 - カセット/包埋モールドトレー、左
2 - パラフィンタンク/ディスペンサー
3 - 作業エリアの温度
4 - カセット/包埋モールドトレー、右

31 2 4

図 21

図 22

+

+

温度を設定するときは、パラフィンの製造
元による、最大許容温度に関する指定を
守ってください。

温度値の設定

装置の 4 つの加熱エリアの温度は、個別に 55 °C ～ 
70 °C の間で 5K 刻みで調節可能です。
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5.   操作方法

エンハンストモード

パラフィンを溶融するには大量の熱が必要です。このことはスタンバイモードでの
み、事前時間という形で考慮されています。操作モードでは、パラフィンを選択さ
れた温度に維持するのに十分なだけ、パラフィンタンクが加熱されます。そのため、
必要に応じて（例：交代勤務で固形パラフィンをタンクに補充しなければならない
とき）、熱供給を増やして溶融プロセスを高速化することも可能です（エンハンス
トモード）。この場合、パラフィンタンクはより高温（エンハンストモード）で 4 時
間加熱されます。

同時に押す

図 23

繰り上げ時間

プログラムされた開始時刻には装置が確実に準備完了している（すべての作業温
度に達している）よう、各セクションは前もって次のように作動します。
パラフィンタンク： 作業時間開始の 4 時間前に加熱開始。
ワークトップ： 作業時間開始の 4 時間前に加熱開始。
ディスペンサーチューブ： 作業時間開始の 1 時間前に加熱開始。
冷却スポット： 作業時間開始の 1 時間前に冷却開始。

加熱フェーズ中は、ディスプレイに – – : – – と表示され、コロンが数秒間隔で点滅
します。
繰り上げ時間は変更できません。

エンハンストモードにするには、  ボタンと  ボタ
ンを同時に押したままにします。
パラフィンタンクの目標値 LED が 4 個すべて短時間
点灯したら、オンデマンドヒーターは作動しています。
すなわち、4 個の LED がすべて点灯するまでボタン
を押したままにする必要があります。
エンハンストモードになっている間は、選択された設
定値の LED が点滅します。
エンハンストモードは、上記と同じ組み合わせのボタ
ンを同じ要領で押すことにより、いつでもオフにで
きます。オンデマンドヒーターの作動停止も、4 個の
目標値 LED がすべて点灯することにより確認でき
ます。

ディスプレイ表示
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作業面

• 作業エリアを清掃する際には、パラフィン除去に適した、あらゆる一般的なラボ用洗浄剤（例：パ
ラガードやキシレン代替溶剤）を使用することができます。

• 装置表面に有機溶剤が長時間付着したままにしないでください。

パラフィンタンク

• パラフィンタンクに汚染物質が混入しないようにしてください。
• 固形汚染物質がディスペンサーに混入するのを防ぐため、排出後も確実にタンク内にパラフィンが
残るようにしてください。

• このパラフィンをティッシュまたはペーパータオルで吸い取ります。残ったパラフィンが除去される
まで、ろ過用フィルターを外してはなりません。

• 次に、タンクの内面をティッシュで拭き取ります。

ピンセットホルダー

• ピンセットホルダーは汚染源となることが多く、非常に汚れやすいものです。そのため、ピンセット
ホルダーは徹底的にクリーニングしてください。

6. メンテナンスとクリーニング

6.1 装置のクリーニング

重要！
ピンセットホルダーは常に約 70 °C まで加熱されます。やけどの危険があります。

クリーニングにキシレンを使用してはなりません。キシレンの蒸気は空気よりも重く、熱源からかなり離
れた距離でも引火する可能性があります。
火災の危険があります。
装置表面に傷が付くのを避けるため、クリーニングする場合は必ず装置に付属している樹脂製のへらを使
用してください。金属製の道具は絶対に使用しないでください。
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パラフィン回収トレー

• パラフィン回収トレーを空にする前に、セルロースウォッディング（キムタオル等）を使用して作業
エリアにある余分なパラフィンを取り除き、装置内にパラフィンが入り込まないようにする必要があ
ります。

6.   メンテナンスとクリーニング

6.2 メンテナンスに関する注意事項

本装置を開いてメンテナンスや修理作業を行うことが認められているのは、ライカ認定のサービス技術者
のみです。

ライカ EG1150 H に必要な保守作業はごくわずかですが、装置の信頼性を確実なものにするために以
下の点を順守してください。

• 装置を毎日入念に清掃してください。
• ブラシまたはバキュームクリーナーを使用して、装置背面の換気スロットからほこりを定期的に取り
除いてください。

• 少なくとも 1 年に 1 回、ライカ認定サービスエンジニアに点検を依頼してください。
• 保証期間の終了時にはサービス契約を締結してください。詳細についてはライカ マイクロシステ
ムズにお問い合わせください。

パラフィン回収トレーを定期的に空にしないと、余分なパラフィンが装置内や作業面に流出する可能性が
あります。
それにより、やけどの危険性や装置損傷の可能性があります。

融点の低いパラフィンに注意してください。パラフィン回収トレーを取り外すときに、液体パラフィンによっ
てやけどを負う危険があります。

• パラフィン回収トレーを取り外して空にすることができるのは、熱くなっている間のみです。
• 回収トレー内のパラフィンは再利用してはなりません。装置内へのパラフィンのキャリーオーバー
の危険があります。

• 両方のパラフィン回収トレーは定期的に空にし、装置内にあふれないようにしてください。空にする
間隔は使用条件によって異なりますが、少なくとも 1 日 1 回はトレーを空にする必要があります。
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7. トラブルシューティング

7.1 考えられる故障

この章は、ライカ EG1150 H で作業中に起こりうる不具合を修正できるようにする
ためのものです。
この章の記載のとおりに行っても不具合を修正できない場合には、ライカマイクロ
システムズにご連絡ください。
詳細については 8 章を参照してください。
最もよく起こる不具合と、考えられる原因および解決法を下記の表に示します。

不具合 考えられる原因 解決法

1. ディスプレイ表示
 
  メッセージがディスプ
レイに表示される。

 コロンが点滅。

- 装置が加熱フェーズ（スタンバイ
モード）である。

- これはエラーではありません。
 プログラムされた開始時刻にな
ると、装置は操作モードに切り替
わります。

2. 装置が動かない。 - スタンバイスイッチがオンになって
いない 

 または

- スタンバイスイッチの遮断機能が
作動している。

- ON/OFF ボタンを十分に長く押し
ていない。

- スタンバイスイッチ ON。

- 装置の接続を点検してから、スタ
ンバイスイッチを ON にします。

- ON/OFF ボタンを数秒間（2 秒
以上）押し続けます。
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7.   トラブルシューティング

不具合 考えられる原因 解決法

3. パラフィンタンク
 パラフィンが溶融しない、または溶融
速度が非常に遅い。

- 選択された温度が低すぎる。

- エンハンストモードに設定されて
いない。

- 温度表示が正しくない、またはパ
ラフィンタンクが加熱されてい
ない。

- 開始時刻の選択が正しくない。

- パラフィンタンクのヒーター用の
ヒューズが作動した。

- 技術的な故障。

- パラフィンタンクの温度を上げ
ます。

- オンデマンドヒーターを作動させ
ます。（5.6 章を参照）。

- 温度設定を点検し、必要に応じ
て再試行します。

- 開始時刻を確認します。

- ヒューズを点検し、必要に応じて
交換します。（7.3 章を参照）。

- カスタマーサービスに連絡し
ます。

4. パラフィンディスペンサー
 パラフィンの流量がゼロである。

 バルブを閉じているのにパラフィンが
滴下する。

 
 パラフィンの流量が不均一（例：エア
噛み）。

- パラフィンが完全に溶融してい
ない。

- パラフィン出口の詰まり、またはマ
グネットスイッチの故障。

- 操作開始時のディスペンサー内で
のエア噛み。

- パラフィンが完全に溶融するま
で待ってから、再び点検します。

- カスタマーサービスに連絡し
ます。

- しばらくの間、ディスペンサーを
最大流量になるように開きます。
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7. トラブルシューティング

不具合 考えられる原因 解決法

5. 照明 
 作動しない。 - ランプヘッドのボタンを押してい

ない。

- 電球の不具合。

- ヒューズの不具合。

- ランプヘッドの On/Off ボタンを押
します。

- ライカ マイクロシステムズにラ
ンプの交換を依頼します。

- ヒューズを交換します。
 （7.3 章を参照）

6. 個別の加熱エリア 
 （温度表示が正しいのに）加熱が作
動しない。

- この加熱エリアのヒューズが反応
した。

- ヒーターの故障。

- ヒューズを交換します。 （7.3 章
を参照）。

- カスタマーサービスに連絡し
ます。

7. ディスプレイのエラーメッセージ
 
  メッセージがディスプ
レイに表示される。

 プログラムと時間が表示されない。

- バッテリーが空である。
 さらに、

- 電源異常、または

- スタンバイスイッチで装置をオフに
した、または

- 電源プラグを差し込んでいない

- エラーを確認したことを示すた
め、任意のキーを押します。 
再プログラム後に作業を再開で
きます。

 重要！
 装置の電源プラグはもう抜かな
いでください。

 ライカ マイクロシステムズにバッ
テリーの交換を依頼します。
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7.   トラブルシューティング

7.2 ヒューズの交換

図 24

1

2
3

4					     5

ヒューズは以下のエリアに個別に適用されます。

1 - 冷却スポットのペルチェユニットおよび作業エリア照明。
2 - ピンセットホルダーおよびパラフィンディスペンサーの加熱用。
3 - 制御電子機器。
4 - ワークトップとカセットトレー（右）の加熱用。
5 - パラフィンタンクとカセットトレー（左）の加熱用。

6 7

ヒューズを交換する前に、装置の電源を切り、電源プラグを抜いてください。必ず同梱の交換ヒューズを使
用してください。
重要！
装置には多数の回路が組み込まれており、各回路は異なる値のヒューズによって保護されています。以下
の記載を正確に守り、対応するヒューズホルダーに正しい交換用ヒューズを使用してください。

本装置は、電気的に 5 つのエリアに分かれており、個別に二次ヒューズで保護され
ています。二次ヒューズは、装置背面の各ヒューズインサートに設置されています。
二次ヒューズは 2 枚の金属製プレート（6、7）で保護されているので、まずこのプ
レートを外す必要があります。
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7. トラブルシューティング

背面には 5 つのヒューズホル
ダーがあります（図 24）。
付属の 5 つの交換用ヒューズか
ら、2A と書かれた交換用ヒュー
ズを選択する必要があります。
（図 25 左を参照）。
必ず 2A と書かれた交換用
ヒューズをこのヒューズホルダー
（T2A）に差し込んでください。
他のヒューズホルダーについて
も同様です。

図 25

適切な交換用ヒューズの選択

ヒューズの値は交換用ヒューズの金属キャップに記
載されています。刻印は上図の例とほぼ同じですが、
ヒューズタイプによっては若干異なることがあります。
割り当てを正しく行うために重要なこの刻印は、
ヒューズにより保護される電流の強さを表しています
（この例では T2A）。

ヒューズに記載されたアンペア値（例では 2A）と、
装置背面のヒューズホルダー横に記載されたアンペア値が一致していること。

9

10

ヒューズの交換

ドライバー（8）をヒューズホルダー（9）に軽く押し当て、
反時計方向に 1/4 回転させ、放します。
ヒューズホルダーがゆるみ、取り外すことができます。

不良ヒューズ（10）をヒューズ
ホルダー（9）から取り出し、選
択した交換用ヒューズに取り替
えます。
ヒューズホルダーに交換用
ヒューズを入れ、ドライバー（1）
を使って押し込み、時計方向に 
1/4 回転させて固定します。
ヒューズカバー（6、7）を取り
付けます。

9

8

図 26
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8.   保証とサービス

保証

Leica Biosystems Nussloch GmbH は、契約に基づき納入した製品について、ラ
イカ マイクロシステムズ社内検査基準に基づく総合的な品質管理を実施し、納入
した製品に欠陥がなく、契約に定めるすべての技術仕様を満たし、および /または
取り決めた特性を達成していることを保証します。
製品の保証条件につきましては締結された個々の契約の内容に依存し、本契約製
品を購入されたライカ マイクロシステムズ販売店またはその他の組織にのみ適用
されます。

サービス情報

テクニカルサービスまたは部品交換の必要が生じたときは、当該製品の販売を担
当したライカ マイクロシステムズへご連絡ください。
その際、以下の情報をお知らせください。

•  装置の型式名とシリアル番号
• 装置の設置場所と担当者名
• サービス要請の理由
• 納入日

使用中止と廃棄

本装置または装置の部品は、それぞれの国 /地域で適用される法規に従って廃棄
処分してください。
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9. 汚染除去証明書（書式原本）

Leica Biosystems Nussloch GmbH
Heidelberger Str. 17-19
69226 Nussloch, Germany

電話： ++49 (0) 6224 143 0
Fax: ++49 (0) 6224 143 268
www.LeicaBiosystems.com

A の項目が該当する場合は、チェックマークを入れてください。該当しない場合は、B のすべて
の項目にお答えください。必要な場合や該当する場合はさらに詳しい情報を記入してください。

汚染除去証明書

銘板情報 型式（銘板を参照）* シリアル番号（銘板を参照）*

注文番号（銘板を参照）*

B
この装置の内部または外部が、以下に示す危険物質に触れたことがあります。

はい いいえ
血液、体液、病理学試料

その他の生物学的な有害物質

化学薬品 / 健康に有害な物質
放射性物質

この装置が未固定の生検材料と触れたことはありません。A はい

この装置は清掃して汚染除去を行いました。
はい いいえ

「はい」の場合、実施した汚染除去の方法をお書きください。

「いいえ」の場合**、その理由をお書きください。

ここに詳しくお書きください。

ここに詳しくお書きください。

** 汚染除去を行っていない装置を、ライカ バイオシステムズの書面による同意なしで返送することはできません。

装置は安全な取り扱い /輸送のための準備がなされています。
可能ならば、オリジナルの輸送ケース / ボックスを使用してください。

はい いいえ

1

3

2

署名 / 日付*

氏名*

役職*

eMail

組織・団体

所属

住所

電話 ファックス

重要 - 受取拒否を回避するために
汚染除去証明書のコピーを梱包に添付するか、またはサービスエンジニアに手渡してください。弊社に送付された修理品に適切な汚
染除去証明書が添付されていない場合には、ただちに返却されます。この場合、その一切の責任はお客様が負うものとします。
ご不明な点はお近くのライカ代理店へお問い合わせください。

ジョブシート番号： 　　　　　　　　  　        SU 返却品承認（RGA）： 　　　　　　　 　 　        BU 返却承認番号（RAN）：　　　　　 　　　　 
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お客様各位
ライカ バイオシステムズやオンサイトサービスへご送付いただくすべての修理品につきましては、事前に適切な方法で清掃および汚染の除去を行っ
てください。ライカは、クロイツフェルトヤコブ病のプリオンおよびその変異型に関する汚染除去が不可能であることを認識し、この場合には以下の
現行のユーザー安全性ガイドラインが適用されます。クロイツフェルトヤコブ病の試料にさらされた装置を修理のためにライカ バイオシステムズに
返送することはできません。プリオン汚染された装置の修理は、サービスエンジニアがその潜在的危険性について教育を受け、関係当局の指針およ
び手順に精通し、個人防護具を着用した場合に限り、実施されます。送付の際にはこの汚染除去証明書に必要事項を記入し、コピーを装置に添付し
てください。証明書を梱包の外側に添付するか、サービスエンジニアに直接手渡してください。弊社またはサービスエンジニアが汚染除去証明書を
受け取るまでは、返送された梱包を開梱せず、修理作業にも着手いたしません。もし送付された修理品が弊社により危険と判断された場合は、お客
様にそのまま品物を直ちに返却いたします。このときの送料はお客様のご負担となりますので、あらかじめご了承ください。ご注意：ミクロトームの
ナイフは専用のナイフケースに入れて梱包してください。
必要記入事項：*の付いた欄は必須項目です。装置の汚染の有無に応じて、Aの項目、またはBの項目にご記入ください。

上記以外の危険物質
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9.   汚染除去証明書（書式原本）

Leica Biosystems Nussloch GmbH
Heidelberger Str. 17-19
69226 Nussloch, Germany

電話： ++49 (0) 6224 143 0
Fax: ++49 (0) 6224 143 268
www.LeicaBiosystems.com

A の項目が該当する場合は、チェックマークを入れてください。該当しない場合は、B のすべて
の項目にお答えください。必要な場合や該当する場合はさらに詳しい情報を記入してください。

汚染除去証明書

銘板情報 型式（銘板を参照）* シリアル番号（銘板を参照）*

注文番号（銘板を参照）*

B
この装置の内部または外部が、以下に示す危険物質に触れたことがあります。

はい いいえ
血液、体液、病理学試料

その他の生物学的な有害物質

化学薬品 / 健康に有害な物質
放射性物質

この装置が未固定の生検材料と触れたことはありません。A はい

この装置は清掃して汚染除去を行いました。
はい いいえ

「はい」の場合、実施した汚染除去の方法をお書きください。

「いいえ」の場合**、その理由をお書きください。

ここに詳しくお書きください。

ここに詳しくお書きください。

** 汚染除去を行っていない装置を、ライカ バイオシステムズの書面による同意なしで返送することはできません。

装置は安全な取り扱い /輸送のための準備がなされています。
可能ならば、オリジナルの輸送ケース / ボックスを使用してください。

はい いいえ

1

3

2

署名 / 日付*

氏名*

役職*

eMail

組織・団体

所属

住所

電話 ファックス

重要 - 受取拒否を回避するために
汚染除去証明書のコピーを梱包に添付するか、またはサービスエンジニアに手渡してください。弊社に送付された修理品に適切な汚
染除去証明書が添付されていない場合には、ただちに返却されます。この場合、その一切の責任はお客様が負うものとします。
ご不明な点はお近くのライカ代理店へお問い合わせください。

ジョブシート番号： 　　　　　　　　  　        SU 返却品承認（RGA）： 　　　　　　　 　 　        BU 返却承認番号（RAN）：　　　　　 　　　　 
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お客様各位
ライカ バイオシステムズやオンサイトサービスへご送付いただくすべての修理品につきましては、事前に適切な方法で清掃および汚染の除去を行っ
てください。ライカは、クロイツフェルトヤコブ病のプリオンおよびその変異型に関する汚染除去が不可能であることを認識し、この場合には以下の
現行のユーザー安全性ガイドラインが適用されます。クロイツフェルトヤコブ病の試料にさらされた装置を修理のためにライカ バイオシステムズに
返送することはできません。プリオン汚染された装置の修理は、サービスエンジニアがその潜在的危険性について教育を受け、関係当局の指針およ
び手順に精通し、個人防護具を着用した場合に限り、実施されます。送付の際にはこの汚染除去証明書に必要事項を記入し、コピーを装置に添付し
てください。証明書を梱包の外側に添付するか、サービスエンジニアに直接手渡してください。弊社またはサービスエンジニアが汚染除去証明書を
受け取るまでは、返送された梱包を開梱せず、修理作業にも着手いたしません。もし送付された修理品が弊社により危険と判断された場合は、お客
様にそのまま品物を直ちに返却いたします。このときの送料はお客様のご負担となりますので、あらかじめご了承ください。ご注意：ミクロトームの
ナイフは専用のナイフケースに入れて梱包してください。
必要記入事項：*の付いた欄は必須項目です。装置の汚染の有無に応じて、Aの項目、またはBの項目にご記入ください。

上記以外の危険物質
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メモ





www.LeicaBiosystems.com

Leica Biosystems Nussloch GmbH
Heidelberger Strasse 17-19
D- 69226 Nussloch
Tel.: +49 - (0) 62 24 - 143 0
Fax: +49 - (0) 62 24 - 143 268
Web: www.LeicaBiosystems.com

http://www.LeicaBiosystems.com
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